
リアルフィールド × リアルプロジェクト
超高齢化する地域、縮まる地域、それに起因する様々な課題解決を目指すアカデミーを開催しま
す。実際のフィールドで、共に発見し、議論をし、提案を行い、フィールドとの双方向の関係を築
きながら学びを深めます。 
「社会課題解決手法を体感したい」「現場に基づいた事業提案をしたい」「ソーシャルビジネスを
起こしたい」…アカデミーは、実働を目指す人々をお待ちしております！

◆アカデミー 3つの中長期ゴール 
   ～豊かなコミュニティ創出への貢献～
▶個人：一人ひとりが自分らしいライフスタイル＆ワークスタイルを創造すること
▶市場：“都市部と地方を繋ぐ”事業を創出すること
▶社会：人々の“消費と投資”にインパクトを創出すること

◆アカデミー 3つの特徴
▶特徴①：持続的な関係を築くフィールド
実際のフィールドから学びを得るとともに、新たな提案を行う双方向の関係にある共創の場です。
連携したフィールド先では、自らのアイデアを活かす、あるいは、実験することができます。

▶特徴②：社会をデザインする視点
ソーシャルイノベーションの原点は、生活視点、現場視点です。ソーシャルビジネスの現場を多数
支援、実践してきた講師陣に加え、国際的に数々の賞を受賞した映像人類学の専門家にも協力いた
だき、文化人類学や民俗学から見た物事をとらえる視点を学ぶことができます。

▶特徴③：認定制度
導入コースを受講し、課題に取り組んだ方に、「イノベーション・パートナー」認定を行います。

◆コース内容と認定について
▶コース
　①ソーシャルイノベーション導入コース
　②社会起業コース
　　＊導入コースと同講座、加えて、メンターが付きます。
　　＊事前申請あり、若干名募集
　　＊フィールド参加の場合、奨学金あり
　　＊1月にプレゼン機会があります。

▶認定名
　「イノベーション・パートナー」
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プログラム概要 （※最新情報はsocialinnovation.jpをご確認ください）
今期は以下のフィールドと連携し、アカデミーを開催します。

▶奥州（岩手県）／株式会社ファーメンステーション　http://www.fermenstation.jp/
　※発酵技術を中心としたバイオマス事業と、商品開発やデザインコンサルなどを行うクリエイティブ事業

   ※参考資料：ほぼ日での連載記事　http://www.1101.com/samejima_sakai/

▶奄美大島（鹿児島県）／現在調整中

■期間
2017年9月－2018年2月 　全6回＋フィールドワーク

■日程とセッション概要（予定）
▶Session1.キックオフ／9月30日(土)13:30～17:00
「社会をどうデザインしてきたのか？ソーシャルイノベーションを起こすには何が必要か（仮）」

◎事例発表／特定非営利活動法人 銀座ミツバチプロジェクト 理事長 田中 淳夫 氏
◎パネルディスカッション／
　[登壇者]
　田中 淳夫 氏（ 特定非営利活動法人 銀座ミツバチプロジェクト 理事長） 
　内藤 達也 氏（国分寺市副市長）
　他　
◎ワークショップ：アカデミーのフィールドを用いて

▶Session2.フィールドワークの手法を学ぶ／10月28日(土)13:30～17:00
＊フィールドワークの手法：地域文化の映像の撮り方を記録（民族学）の観点から学ぶ
＊会場は箱根（強羅・彫刻の森周辺）を舞台に実施します。

▶Session3.ソーシャルビジネスの分析手法を学ぶ／11月18日(土)13:30～17:00
＊ソーシャルビジネス分析手法：ソーシャルビジネスの社会インパクトを分析する
＊ワークショップ、フィールド（ファーメンステーション、奄美など）をケースに課題抽出、分析

▶Session4.海外の動向を学ぶ／12月2日(土)13:30～17:00
＊ソーシャルビジネス最前線：海外市場インドの包括ビジネスモデルの強み
（※インドBASIXへのインターン紹介も可能）
＊ワークショップ：ソーシャルビジネスの創造、コミュニケーション戦略を考える

▶Session5.ファイナンスを学ぶ／1月27日(土)13:30～17:00
＊ソーシャルビジネス最前線：　ソーシャルビジネスのファイナンス
＊ワークショップ：起業コースの事業案発表
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▶Session6.ソーシャルイノベーションDay／2月24日(土)13:30～17:00
 ＊公開形式で提案プレゼンテーション＆認定式

フィールドワーク

▶奥州（岩手県）：10月7日(土)・8日(日)／「ファーメンステーションと地域の共創」
　奥州市のバイオマスの実証実験からスタートした地域の関わりは、3年の紆余曲折を経
て大きく変化。発酵技術を中心としたバイオマス事業、クリティティブ事業、そして地
域の農家さんによるコミュニティビジネスが創出され、地域の新たな価値創造へと発展
している。現地の工場、地域の景観（田畑）、古民家等を見学後、地域の関係者、行政
の方々と「地域資源を観光資源へ転化。どうwin win関係を築くか。」をテーマに意見
交換を行う。

▶奄美大島（鹿児島県）：11月2日(木)～4日(土)／「自然保全と観光の両立を考える」
　宇検村において、生物多様性の維持の一方で、観光をはじめ、雇用を創出し持続的、
自立的な地域づくりを考えます。

■講師陣（講師・認定メンバー、メンター、ファシリテーター）
◇岡田 仁孝：一般社団法人DSIA 代表理事、上智大学名誉教授
専門は経済社会学。「ビジネスを通しての途上国での貧困削減」が現在の活動の中心。経産省にて
「CSR-BOPウォッチ」を開催中。世界銀行、国連大学、ウィスコンシン大学等の国際的な研究活
動が多い。ウィスコンシン大学マディソン校（1987、1998)、ケンブリッジ大学(2001)、オック
スフォード大学(2001)、マックス・プランク研究所（ケルン）(2008)にて客員研究員。現在、東
京国際大学国際戦略研究所所長・教授。

◇大森 康宏：国立民族学博物館名誉教授
専門は映像人類学。パリ第10大学修了（ジャン・ルーシュに師事）。『津軽のカミサマ』、『私
の人生―ジプシー・マヌーシュ』、『サンチャゴ・デ・コッポステラヘの巡礼』他、撮影・制作監
督作品受賞作多数。フランス・シュロの葉勲章 パルム・アカデミック勲4等受章。国立民族学博物
館、立命館大学映像学 部教授・学部長を歴任。

◇内藤 達也：国分寺市副市長
1979年国分寺市入職。こくぶんじ市民活動センター長、都市計画担当部長、都市建設部長、総務
部長、政策部長等を経て、2016年より現職。日本協働政策学会理事。特定非営利活動法人さがみ
はら環境活動ネットワーク会議副代表理事。2012~2014年明治大学経営学部特別招聘教授。共著
に「地域再生と戦略的協働」（ぎょうせい）、「ソーシャル・エンタープライズ」（丸善）、「ケ
ースで学ぶまちづくり」（創生社）等。

◇服部 篤子：一般社団法人DSIA 副代表理事
阪神淡路大震災後、NPO研究の普及を意図した総研大スコーププロジェクトに参画。2001年、
CAC社会起業家研究ネットワークを設立、人財育成に取り組む。現在、立教大学大学院、明治学
院大学等にて教鞭をとるほか、休眠預金等活用審議会委員、日本NPO学会副会長等。主な編著
に、『未来をつくる企業内イノベータ―たち』、『ソーシャル・イノベーション：営利と非営利を
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超えて』。

◇藤岡 巧：株式会社モナッド＆シード 代表取締役、朝日税理士法人 大阪事務所代表・税理士
経営コンサルティング会社勤務を経て独立。と同時に、7年間ベンチャー企業の立ち上げにCOOと
して携わり、技術と商品のブランディングに取り組む。最近では、ハワイのカフェMORNING 
GLASS COFFEE+CAFÉの世界展開プロジェクトに着手。しごと能力研究学会会員・監事。

◇森田 真由子：一般社団法人DSIA 理事
企業の中途採用戦略支援に従事する中で、多様な「はたらく」の在り方、新しい「個と組織の関係
性」が未来を創ると感じ、〈個人が主体的に「はたらく」を創造する社会デザイン、社会イノベー
ション〉を研究テーマに大学院にて研究（MBA in Social Design Studies）。多様なセクターを
繋ぐプロジェクトに参画しながら、くらしごとstyleプロジェクト 代表、築山の家 -知縁×地縁- 主
宰/ディレクターを務める。　　                                                                           
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他

■会場
HAB-YU platform　
（東京都港区六本木1-4-5 アークヒルズサウスタワー 3F）　
　
■募集定員と受講費について
▶アカデミー受講費：50,000円（税込）
　① ソーシャルイノベーション導入コース：３０名
　②社会起業コース：若干名
　　※社会起業コース奨学金（フィールド参加の場合、2万円補助）

▶フィールド参加費
　◎奥州（岩手県）： 10,000円（税込／1朝夕食、現地移動費を含む）
　◎奄美大島（鹿児島県）：30,000円（税込／２朝夕食、島内移動費を含む）
　＊現地集合になりますので、現地までの交通費は別途自己負担いただきます。
　
※プログラムの関係上、費用や日時が変更になる場合がございます。変更があった場合には、事　
前に参加者にメール連絡及びHP上にて公開いたします。

■申込方法
こちらのフォームにご記入ください。https://goo.gl/7jB11y　　＜QRコード＞　　
※社会起業コースについて、他詳細等はsocialinnovation.jpをご確認ください。

■主催
ソーシャルイノベーション・アカデミー事務局（一般社団法人DSIA 内）
【問い合わせ先】　seminar@socialinnovation.jp （担当：服部、森田）

※一般社団法人DSIA ：社会起業家の精神を持って行動を起こす人々を育成しています。
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